「四つの種」　マルコ4:20　聖日家族礼拝　2013年2月24日
1． イエス様はある時、四つの種のお話をなさいました。四つの種は、それぞれの場所に落ちました・・・さて、いきなりですが、ここで問題です。

豊かに育った種は、次の四つのうちのどれでしょう？

2． （１）道ばた　（２）岩地　（３）いばらの中　（４）良い地
　さて、どの土地の種が豊かに育ち、実を結ぶことができたでしょうか？

　ひとつずつ見てみましょう。

3． （１）道ばた
　怖～い鳥がやってきて、食べてしまったので、成長できませんでした・・・
4． （２）岩地
岩ばかりで土がないので、根っこをはることができず、カンカン日照りで枯れちゃった･･･
5． （３）いばらの中
　意地悪ないばらが邪魔をして、成長することはできませんでした・・・

6． （４）良い地
　ここは良い地、良い畑。やっぱり種は畑にまかなきゃね。種はすくすく成長して、豊かに実を結んだのでしたー。

7． イエス様は、聖書のみことばを心から素直に受け入れて聞くことが、どんなに大切かということを、このお話を通して教えられました。
　「道ばた」に落ちた種とは、聖書のみことばを心に受け入れる気持ちがない人のことです。その人にせっかくの神様のことばが語られていても、心を開いて受け入れなければその恵みを失ってしまいます。

　「岩地」に落ちた種とは、聖書のみことばを聞いてすぐに喜んで受け入れても、深く心にそのことを受け止めない人のことです。「聖書のみことばは良いことを言っているなー」って思っても、心から信じないなら、やがて色々な困難な出来事が起こってくると信仰から離れてしまいます。
　「いばらの中」に落ちた種とは、聖書のみことばを信じても、それを邪魔する色々な誘惑に負けて信仰を失ってしまう人のことです。神様のことよりも、他の事を第一にしてしまうと、本当に大切なものを失ってしまうのですね。
8． 「良い地」にまかれた種とは、聖書のみことばをよく聞いて、おこなう人のことです。その人は神様の恵みをいっぱい受けて、多くの祝福の実を結ぶのです。

「良い地に蒔かれるとは、みことばを聞いて受け入れ、三十倍、六十倍、百倍の実を結ぶ人たちです。」マルコ4:20

　私たちも、「良い地」にまかれた種のようになりたいですね。　　おしまい。
